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  日 時：平成１４年１２月１１日（水）午後２時１０分から 

  場 所：弓削町総合庁舎 ３階大会議室 



第２回新町の名称・事務所の位置検討小委員会会次第 

 
 
 
１． 開 会 
 
２． 議 事 
  
   ①新町の名称候補の公募方法について    ……………… １ページ 
   

②新町の名称候補選定基準について     ……………… ６ページ 
 

   ③現在の情報通信基盤について       ……………… ９ページ 
 

   ④各町村間の情報通信基盤整備について   ………………１０ページ 
 

 
３．その他 
     
４．閉 会 
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新町の名称候補の公募方法について（案） 

 
（１）範 囲 

 
    ４ヶ町村在住者、出身者、通勤者とする。 
    
（２）応募方法 

 
    はがき又は専用応募用紙とする。 
    

     専用応募用紙の配布について 

      ① 協議会だよりと同様に１世帯１枚 
      ② １世帯１枚、小・中・高は別途配布 
 

     専用応募用紙からの料金について 

 
① 専用応募用紙は料金受取人払い（協議会負担）とする。 

      ② ５０円切手（応募者負担）を貼るようにする。 
     

 専用応募用紙の配備場所について 

     
  ① 町村内の各公共施設とする。 

      ② 各役場のみとする。 
     

 専用応募用紙の郵便以外の投函について 

 
① 配備先に専用箱を設ける。 

      ② 郵送以外は受け付けない。 
 

※ 専用応募用紙作成代―約１９０，０００円（１０，０００枚作成） 

        

（３）周知方法 

 
    協議会だより、協議会のホームページ、その他（各町村における周知

方法）にて行う。 
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（４）公募期間 

 
   ① １ヶ月程度 
   ② ２ヶ月程度 
   ③ その他 

 
―参 考― 

 
・新町将来構想ダイジェスト版 配布 ４月に町村内配布予定 

       
・広報町村外発送部数及び発送月  

       
  弓削町―５００部 偶数月（２、４、６、８、１０、１２月）   

        生名村―５００部 ３ヶ月に１回（１、４、７、１０月） 
        岩城村―1,000 部 毎月 
        魚島村―４５０部 奇数月（１、３、５、７、９、１１月） 
 

     スケジュール（案）      

 
      ● 公募期間１ヶ月の場合    ● 公募期間２ヶ月の場合 

    
５月ごろ公募開始      ５月ごろ公募開始    

            ↓             ↓ 
        ６月末締め切り       ７月末締め切り 
            ↓             ↓ 
        ７月中に小委員会で候補選定 ８月中に小委員会で候補選定 
            ↓             ↓ 
        ８、９月の協議会で決定   ９、１０月の協議会で決定 
        （合併まであと１年） 
 

      ● 公募期間を夏の帰省に併せる場合 

 

        ７月ごろ公募開始 

            ↓ 

        ８月末締め切り 

            ↓ 

        ９月中に小委員会で候補選定 

            ↓ 

        １０月、１１月の協議会で決定 
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（５）記載内容 

 
   新町の名称（ふりがな）、名称の理由、住所、氏名、年齢、電話番号 

その他（出身町村名、勤務先、かかわりの理由） 

 
 

 ○例  専用応募用紙の裏面イメージ 

 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

新町の名称 

ふ り が な 

名称の理由 

 

住  所 〒    － 
 
 
氏  名 
 
年  齢 
 
電話番号    －   － 

上記で、現住所が４ヶ町村外の方はそのかかわりを

記入してください。 

  例）○○町村出身者である。 
    ○○会社勤務者である。 
    ○○町村に住んでいたことがある。 
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（６）応募条件 

 
     既存の市町村名にない名前（現４ヶ町村名も含む） 
     小学生以上とし、１人１点とする。 
 

（７）選定方法 

 
小委員会委員が何種類か選考し、協議会に諮る。 

 
（８）懸賞 

 

   

案 賞及び懸賞 金 額 

A 

 
・名付け親大賞 １名  ３万円分全国共通商品券 
（決定された名称への応募者の中から１名を大賞とする。） 
・名付け親賞  ３名  １万円分図書券 
（決定された名称への応募者の中から数名を親賞とする。） 
 

６万円 

B 

 
・名付け親大賞 １名  ３万円分全国共通商品券 
 
・名付け親賞  ３名  ４ヶ町村特産品（１万円相当分） 
              
             ○例  弓削町―海苔 
               生名村―杜仲茶 
               岩城村―レモン、芋菓子 
               魚島村―海苔、デベラ 

６万円 

C 

 
・名付け親大賞 １名  １万円分図書券 
 
・名付け親賞  ５名  ３，０００円分図書券 
 

２.５万円 

 

 
・名付け親大賞  名   万円分 
 
・名付け親賞   名   万円分 
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（９）表彰式 

 
   ① 協議会において「名付け親大賞」１名を表彰する。 
   ② 協議会において「名付け親大賞」、「親賞」をそれぞれ表彰する。 

③ しない 
      
    ※ ①②については、被表彰者の費用弁償を考慮する必要がある。 
      ③については、商品（券）の発送をもってかえる。 
 
（１０）その他 

 
    作品ごとの応募数については、選考の際の参考に留める。 
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新町の名称候補選定基準（案） 

 
１．選定基準 

 
   新町名候補は、漢字、ひらがな、及びカタカナにより表記された、読み

書きが容易で、なじみやすく親しみやすい、新町にふさわしい名称とする

が、次の事項に留意して選定する。 
 
     ・地理的にイメージできる名称 
     ・地域の歴史、文化、特徴等を表す名称 
     ・地域住民の理想や願いにちなんだ名称 
     ・対外的にアピールできる名称 
 
２．選定方法 

 
   新町名候補は、応募作品の中から５作品（程度）を小委員会において決

定する。 
   ５作品（程度）の選定については、各委員の協議又は投票により決定す

る。 
 
  （１）第１次選定 
 
    各委員がそれぞれ、選定基準により、応募作品の中から新しい町の名

称としてふさわしいと考えられる名称を５作品（以内）選定する。 
 
    主な流れ 
         公募締め切り後、事務局において新町名公募作品をとりま

とめた「名称の一覧表」を作成          
                     ↓ 
         事前に、各委員に「名称の一覧表」を示し、第１次選定用

の用紙を配布 
                     ↓ 
         各委員は、「名称の一覧表」の中から、選定基準により新し

い町の名称としてふさわしいと考えられる５作品（以内）を

選定し、事前に事務局へ提出 
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                    ↓ 
          各委員から提出された、第１次選定作品のとりまとめ作

業を事務局において行う。 
                    ↓ 
                  小委員会へ 
 

（２）最終選定 
 
      第１次選定により選定された作品の中から、委員の協議又は投票

により、協議会へ提案する５作品（程度）を選定する。 
 
      主な流れ 
           第１次選定により選定された作品の中から、委員の協

議により５作品（程度）を選定する。協議による選定が

困難な場合は、委員全員による投票により選定する。 
                     ↓ 
           選定された５作品（程度）については、作品ごとに小

委員会としての「選定理由」「委員からの付帯意見」等を

付し、報告書としてまとめる。 
 
  （３）協議会への提案 
 
      選定された５作品（程度）を「新しい町の名称候補」として協議

会へ提案する。 
 
３．選定にあたっての留意事項 

 
   作品ごとの応募数については、選考の際の参考に留めることとする。 
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現在の情報通信基盤の整備状況 

 
 

団体名 
庁内回線

整備 
事業種別 

事業完了 
（予定） 

出先機関との

通信回線 
接続方式 出先数 備  考 

弓削町 完了 
地域インター

ネット 
平成１３年１２月 CATV 

役場、CATV 局等１２箇

所は光ファイバー。他の

６箇所は CATV 回線 
１８ 

４種類の仮想回線

を整備。 

完了 単独事業  ツイストペア 庁内回線として構築  
保健センターと

は、INS64 で接続 
生名村 

申請中 
地域インター

ネット 
（平成１５年度）     

岩城村 完了 
地域インター

ネット 
平成１３年１２月 光ファイバー 光ファイバー、V 回線 ７ 

４種類の仮想回線

を整備。 

完了 
地域イントラ

ネット 
平成１４年度 光ファイバー 

魚島⇔高神島間の海底光

ケーブル敷設 
 

 

魚島村 
完了 

地域インター

ネット 
平成１２年１２月 光ファイバー 光ファイバー   
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各町村間の情報通信基盤整備について （案） 

 
  本来なら海底光ファイバーケーブルを整備するのが望ましいが、合併までの期間・費用等を考慮すると、到底間に合うものではない。 

  そこで、海底光ファイバーケーブル等の整備が完了しない場合の措置として、ＮＴＴ回線を利用する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

既設 

海底光ファイバーケーブル 

岩 城 村 

生 名 村 弓 削 町 

魚 島 村 

高神島 

 

佐島 

豊島 

ＮＴＴ回線 

サーバ 
（データ等が入っている機器） 


